
京都大に続き全国で反戦ストを！
戦争と貧困をぶっ飛ばそう! 昨年の国会前では、戦争法

への若者の怒りが爆発しました。韓国では、民主労総(80

万人の労働組合)が｢人間らしく生きられない社会を変えよ

う！ ｣と訴え、｢無期限ゼネスト｣を闘っています。

安倍政権は３月29日の｢戦争法施行｣と７月参院選で、改

憲と戦争に突き進もうとしています。大学では｢軍事研究｣

や｢経済的徴兵制｣が始まっています。

昨年10月27日、京都大学で30年ぶりの反戦ストライキが

うち抜かれました(＝写真上)。次は全国大学反戦ストです！

法政大や首都圏・全国に闘う学生自治会をつくろう！

全日本学生自治会総連合(斎藤郁真委員長)
03-3651-4861 mail_cn001@zengakuren.jp http://www.zengakuren.jp

【写真左＝昨年９月16日、国会前で機動隊の弾圧に怒りが爆発！ 13名の不当逮捕に怒りを燃やして全学連も車道を実力占拠し闘った。

【写真右＝韓国･民主労総が全国労働者大会を開催し、１万人を超える労働者が結集した。(１月30日 ソウル支庁前広場)

【写真＝京都大学での

反戦ストライキ。講義

棟をバリケードで封鎖

し、｢大学の戦争動員｣

に怒りを叩きつけた】



｢教育｣の名で学生の未来を奪うな！
｢大学卒業時、最大で1044万円の借金を背負い込む。す

べて奨学金の返還｣、｢ここ数年、奨学金を抱えて風俗で働

く女子大生が急増｣、｢ネットでは『奨学金の返還』を誘い

文句にする求人が珍しくなくなっている｣(東京新聞より)。

戦争と一体で｢貧困と非正規職化｣が学生に襲いかかって

います。国立大の初年度納付金が80万円超、私立大が140

万円超で学費は年々高騰しています。全学生の過半数が奨

学金を利用しており、卒業後の奨学金返済滞納者は約33万

人、その８割が年収300万円未満です。大学院生の４人に

１人が500万以上の借金をしているとも言われています。

さらに、高校生の大学受験費用も25万6000円に増加し、

｢教育｣が学生･保護者の貧困につけこんだ｢ビジネス｣と化

しています。こんな大学を今こそひっくり返す時だ！

学生･労働者の敵はひとつです。学生と保護者を搾取す

る大学資本こそが、｢戦争と貧困｣を生み出しています。

全学連はこの大学の許しがたい現実を学生の力で変える

ストライキに立ち上がります。ともに闘おう！

◆鈴木たつお弁護士プロフィール
＊日放労(ＮＨＫ)長崎分会長として闘い、不当解雇される。

＊第二東京弁護士会所属。｢許すな改憲！大行動｣代表呼びかけ人。

＊2014年東京都知事選と衆院選(東京８区)に立候補。

◆斎藤いくま全学連委員長プロフィール
＊2007年４月、法政大学法学部政治学科に入学。

＊サークル団体である文化連盟委員長として法大闘争に参加し、

｢無期停学｣処分を受けながらも10年間にわたる法大闘争を牽引。

＊2011年９月から全学連(全日本学生自治会総連合)委員長に。

(衆院選の場合･東京８区＝杉並区から)

2014年９月３日付『東京新聞』

１月３日付『東京新聞』


